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現在の事業領域

ICT＆モビリティソリューション
ICT & Mobility Solutions ICTM

•�バイオラショナルの統合新会社Sumitomo�Biorational�
Company設立（2026年4月）

•�米国で新規除草剤「ラピディシル®」の農薬登録を取得
（2026年7月）

&
NEWS

TOPICS

•�台湾の半導体用ケミカル企業であるAUECC社を買収
（2026年1月）

•�サムスン電機社と東友ファインケム（当社100%子会社）が
ガラスコア基板事業に関する合弁契約を締結（2026年7月）

&
NEWS

TOPICS

アグロ＆ライフソリューション
Agro & Life Solutions AGL

農薬（化学農薬、バイオラショナル）
•世界トップクラスの創薬力
•世界主要市場をカバーするフットプリント

KEY
POINT

•フォトレジスト世界トップクラスの技術力
•半導体用ケミカル世界トップクラスの高品質、事業規模
•OLED用偏光板モバイル用途シェアNo.1

KEY
POINT

農薬関連事業（化学農薬、バイオラショナル）

アニマルニュートリション事業（メチオニン）
生活環境事業（化学合成・バイオラショナル殺虫剤）

半導体関連事業
（フォトレジスト、半導体用ケミカル、化合物半導体材料等）

ディスプレイ材料事業（偏光フィルム、カラーレジスト等）
モビリティ関連事業
（スーパーエンジニアリングプラスチック、レゾルシン、セパレータ等）

◀�世界で販売する化学農薬�
（左からインディフリン®、
ラピディシル®）

▶�微生物農薬や植物生長調整剤等の
バイオラショナル（アブサップ®）

◀�半導体デバイスの回路パターン形成に使用
する感光性樹脂のフォトレジスト�
（スミレジスト®）

▶�ディスプレイの反射を抑え、視認性確保に
寄与する偏光板（スミカラン®）
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※3�2023年度までは情報電子化学部門+エネルギー・機能材料部門
※4�2022年度までは情報電子化学部門+エネルギー・機能材料部門
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• 住友ファーマ Sumitomo Pharma

• その他
電力・蒸気の用役供給、運送･倉庫業務等

•低分子医薬（創薬）
•再生･細胞医薬（創薬）
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24.0%10.4
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2025/

アドバンストメディカルソリューション
Advanced Medical Solutions ADM エッセンシャル＆グリーンマテリアルズ

Essential & Green Materials EGM

•�S-RACMO株式会社の再生・細胞医薬製造施設
「CRAFT」が竣工、稼働開始（2025年7月）
•�パーキンソン病治療用製品アムシェプリの製造販売承認
（条件及び期限付承認）を取得（2026年3月）

&
NEWS

TOPICS

•�米ルーマス社と共同でPMMAリサイクルの商業技術を
完成、ライセンスの展開を開始（2026年2月）
•�協業先の米テクニップ社が、独BASF社と塩酸酸化技
術のグローバル･ライセンス契約を締結（2026年5月）

&
NEWS

TOPICS

•高度化低分子医薬CDMO国内No.1ポジション
•医療用オリゴ核酸CDMO業界トップの品質力
•iPS細胞を活用した再生･細胞医薬分野で世界をリード

KEY
POINT

•触媒、プロセス技術ライセンス数約70件
•�低環境負荷の化学品製造を可能にする技術を�
保有（PO単産法、塩酸酸化）

KEY
POINT

ポリオレフィン事業（ポリエチレン、ポリプロピレン）
メタアクリル事業
ライセンス事業

CDMO事業
（高度化低分子医薬、医療用オリゴ核酸、再生･細胞医薬）

再生･細胞医薬事業（創薬）
◀大分工場の高度化低分子医薬のCDMOプラント

▶再生･細胞医薬製品（アムシェプリ®）

イソシアネート

ウレタン

塩素

HCl

塩酸酸化
プロセス

循環活用

当社独自開発の
高性能触媒を使用

副生

イソシアネート合成
プロセス

〈適用例〉 ◀�塩酸酸化技術の特徴� �
大幅な省エネと副生成物の
原料への循環活用を実現。�
食塩電解技術と比べ、GHG
排出量を90%以上削減可能

▶�アクリル樹脂を熱分解し、原料のMMAモノマーに高効率で
再生するPMMAケミカルリサイクルの実証設備
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※5�2023年度まではエッセンシャルケミカルズ部門
※6�2022年度まではエッセンシャルケミカルズ部門

-7.7％
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（前期比�+7.4pt）
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